
■データで探る東北大 

全日本大学選手権の２回戦、北海学園大－東北大戦が１１月１６日（日）正午、宮城・
角田市営陸上競技場でキックオフする。本道勢として初の全日本選手権勝利で勢いに乗る
北海学園大が、ベスト８目指して強豪の東北大に挑む。東北学生リーグ優勝決定戦となっ
た東北大－東北学院大戦のスタッツから、東北大の注目選手を探ってみる。 

今年の東北学生リーグは８校をＡ、Ｂの２ブロックに分けてリーグ戦を行い、Ａブロッ
ク１位の東北大とＢブロック１位の東北学院大が１１月３日、優勝決定戦を行った。試合
は東北大が６０－０で圧勝し、１４年連続の優勝を飾った。 

東北大は第１Ｑ、ＷＲ／Ｋ横塚伸太朗（２年）のＦＧで先制。第２Ｑは、ＱＢ坂西亜玲
（３年）からＷＲ／Ｋ横塚へのパス、ＲＢ植村祐斗（４年）のラン、ＬＢ長尾晃佑（３
年）のファンブルリターンでＴＤを奪った。後半も猛攻が続いた。第３Ｑは、ＱＢ水野壮
哉（３年）がＲＢ牧野凜士（３年）とＷＲ杉田景（２年）へ２本のＴＤパス。第４Ｑは、
ＬＢ／Ｋ小川雅史のＦＧ、ＱＢ坂西からＷＲ／Ｋ横塚へのパス、ＲＢ小金丸剛志（３年）
の２ＴＤランで加点した。 

東北大の獲得ヤードはランが３０回で１５０ヤード、パスが１２回で２１８ヤードの合
計３６８ヤード。ランで３ＴＤ、パスで４ＴＤ、ファンブルリターンで１ＴＤ、ＦＧ２回
の得点だった。 

個人記録を見ると、ランはＲＢ植村が７回で４７ヤード、１ＴＤ、ＲＢ山下倫生（２
年）が９回で４７ヤード、ＲＢ小金丸が５回で２７ヤード、２ＴＤと続く。パスレシーブ
は、ＷＲ牧野が２回捕球で１２０ヤード、１ＴＤ、ＷＲ杉田が６回捕球で５４ヤード、１
ＴＤ。ＷＲ／Ｋ横塚が２回で２２ヤード、２ＴＤだった。ＱＢは坂西が１１回投げて５回
成功、３７ヤード、１ＴＤ。水野は１６回投げて６回成功、１６２ヤード、２ＴＤだった。 

ＲＢ小金丸の勝負強い走りとＱＢ坂西－ＷＲ横塚のホットライン、ＱＢ水野のロング弾
に要注意だ。 

守備では６ＱＢサックが目立つ。ＤＬ木村和弥（３年）とＤＬ家木誉史（２年）が２回
ずつ、ＤＬ吉川大輝（４年）とＤＬ林晴蓮（１年）が１回ずつ。パスがお家芸の北海学園
大だけに、ＯＬ陣の奮起が必要だ。 

北海学園大は５月２５日に東北大と交流戦を行い、２５－２１で勝利している。福井県
立大戦で発揮した粘り強さに、相性の良さも加えて、２回戦突破とベスト８入りに期待が
膨らむ。 
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